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◆	地域の足を守る	地域公共交通の充実へ
◆	宮リバー度会パーク春まつりのお知らせ
◆	町の花「リンドウ」に決定
◆	４月１日	Ｊ－ＡＬＥＲＴ運用開始
◆	畜犬登録・狂犬病予防注射



地域の足を守る 地域公共交通の充実へ

４月１日から町営バスの運行・
自主運行バスの一部変更を試行します

▷問合先　役場総務課 （☎６２−１１１１）

町の公共交通の現状と課題
町の公共交通は路線バスが担い、中川線（宮川沿線）と南島線（一

之瀬川沿線）が主要県道と同様に幹線となり、伊勢市と連絡していま
す。

南島線は、三重交通の営業路線バスとして、伊勢市から度会町を経
て南伊勢町（旧南島町）の入口である道方を結んでいます。

また中川線は、伊勢市から度会町役場までの区間を三重交通が営業
路線として運行し、役場から注連指または上田口を終点とする路線お
よび田間を終点とする路線と南中村を終点とする路線を、町の自主運
行バスとして三重交通に委託し運行しています。

町内をくまなくカバーする路線網を形成しにくい地形条件の中、特に町の北東部、中川線に位置する町中心部への
連絡・連結が従来から課題となっていました。また、伊勢市方面からの帰宅時間の選択肢の少なさについても、学生
を中心に改善が求められています。

ニーズの把握と改善策を協議
町では、住民（利用者）のニーズを把握しようと、平成２０年に全世帯を対象とした「地域の足のあり方」を問う

『地域公共交通アンケート』を実施しました。アンケートの結果、路線バスにおいては「快適性」や「路線」などへ
の満足度が高く、逆に「運賃」や「運行本数 ( 昼間 )」などに対して不満が見受けられました。また、路線バスの運
行の方向性については「利用者数に応じたダイヤに調整すべき」という回答が最も多く、次いで「当面は現状維持」「運
行縮小はやむなし」「新たな交通手段を」の順となりました。

同時期に全地区で開催された『第１回町長と語ろうふれあいトーク』では、南島線沿線の地区から「運行本数が少
ない」「川口と棚橋を結ぶ便を増やしてほしい」という声が多く、また中川線沿線の地区から「高校生の帰宅時間に
おける注連指までの運行」が強く求められました。

そこで町では、自主運行バスの見直しを図るため、対象地域を南島線沿線に限定し、平成２２年６月に『川口・棚
橋間を結ぶ路線の充実に向けて・地域公共交通アンケート』と題し、対象者も利用度の高い６０歳以上に絞った利用
実態・意向調査を実施しました。その結果、利用回数は週１回程度、利用の多い日は月曜日と金曜日、利用目的は通
院や買物が多いということがわかってきました。また運行を希望する時間帯は、上りで９時台、下りで１５時台を求
める意見が多く寄せられました。

これらのことから、中部運輸局三重支局や県などの関係機関の代表者、町民生委員や町老人クラブ連合会、区長代
表の皆さんを委員に委嘱し、地域における需要に応じた旅客輸送の確保や、実情に即した輸送サービスの実現に必要
となる事項を協議する『地域公共交通会議』を設置し、会議を重ね、今後の町の公共交通について協議し、改善策が
打ち出されました。
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４月１日から試行運行する改善策
４月１日から、次のとおり公共交通の改善を図ります。

川口―棚橋区間　町営バスを試行運行

上り９時台、下り１５時台の運行を求める住民の声に沿い、道路運
送法に基づき、度会町運営有償運送として試行運行を実施します。
▷名　　　称　度会町営バス
▷運送の種別　市町村運営有償運送
▷路線または運送の区域　度会町役場前から県道度会玉城線を経て川

口を結ぶ路線
▷使 用 車 両　町公用車（ワンボックス）
▷旅客の範囲　バスの利用を求める方
▷運　　　賃　一律１００円
▷バス停名称　度会町役場前・コミュニティセンター・棚橋南・中央公民館前・内城田大橋・川口
▷時　刻　表

▷運　行　日　毎週月・水・金曜日　※祝日、年末年始の役場閉庁日は運休
▷試行運行期間　平成２３年４月１日～平成２５年３月３１日

自主運行バス中川線のダイヤなど一部試行変更

『町長と語ろうふれあいトーク』などで強い要望のあった、中川線の午後の便を次のとおり変更し、利便性の向上
を図ります。
▷変更する便

▷運　行　日　平日、土・日曜日、祝日
▷運　　　賃　現行どおり

区分 出発場所
出発・停車時刻

午前 午後

上り

川口 ８：５３ １１：４４ １３：３４ １５：２０
内城田大橋 ８：５５ １１：４６ １３：３６ １５：２２
中央公民館前 ８：５６ １１：４７ １３：３７ １５：２３
棚橋南 ８：５７ １１：４８ １３：３８ １５：２４
コミュニティセンター ８：５８ １１：４９ １３：３９ １５：２５
度会町役場前 ８：５９ １１：５０ １３：４０ １５：２６

下り

度会町役場前 ９：４８ １３：２３ １４：５６
コミュニティセンター ９：４９ １３：２４ １４：５７
棚橋南 ９：５０ １３：２５ １４：５８
中央公民館前 ９：５１ １３：２６ １４：５９
内城田大橋 ９：５２ １３：２７ １５：００
川口 ９：５４ １３：２９ １５：０２

導入する車両

変更前 変更後
発着場所および時間 発着場所および時間

注連指行 上田口行
伊勢市駅前１４：３５発−注連指１５：２７着 → 伊勢市駅前１４：３５発−上田口１５：２１着
注連指発 上田口発
注連指１５：３７発−伊勢市駅前１６：３０着 → 上田口１５：４３発−伊勢市駅前１６：３０着
上田口行 注連指行
伊勢市駅前１８：４５発−上田口１９：２７着 → 伊勢市駅前１８：４５発−注連指１９：３３着
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桜咲くこの季節。来る４月３日（日）、「見て・食べて・遊べて・楽しめる」催しがいっぱいの『第１６回宮リバー
度会パーク春まつり』を、今年も日本一の清流宮川河畔に広がる宮リバー度会パークを会場に開催します。

度会中学校吹奏楽部や伊勢乃國鏡太鼓・童による演奏、風船を使った「みるきーちゃん」の楽しいショー、伊勢
志摩の観光・平和を守る「観光戦隊イセシマン」ショー、日本レコード大賞日本作曲家協会奨励賞や日本有線大賞
有線音楽賞などの受賞歴を持ち、テレビ出演・井の頭公園のストリートライブなどで活躍中の井の頭公園の歌姫「あ
さみちゆき」歌謡ショーなど、大人も子ども楽しめるステージイベントをはじめ、会場内では、各種共催・協賛団
体の模擬店や小イベント、一般参加のフリーマーケットを展開します。またフィナーレには、恒例のもちまき大会
と盛りだくさんの内容です。

ぜひ、お誘い合わせの上、ご来場ください。
※詳しくは、新聞折り込みチラシをご覧ください。
▷問合先　第１６回宮リバー度会パーク春まつり実行委員会事務局（役場産業振興課内）（☎６２−２４１６）

と　き　４月３日（日）午前10時から午後３時まで
ところ　 宮リバー度会パーク

春まつり

見 食 遊 楽
盛

「見て・食べて・遊べて・楽しめる」
イベント盛りだくさん！！

第16回宮リバー度会パーク

あさみちゆき　歌謡ショー

▷時間　１３：１０～
▷場所　メインステージ
　　　　観覧無料

時 間
場 所

観覧無料

4広
報わたらい（2011年３月号）



皆さんに改めて「わがまち」と捉えていただくきっかけとして、人
と自然の共存や環境に配慮したまちづくりの象徴として「度会町の花」
を制定しようと花の候補を募集したところ、たくさんの応募をいただ
きました。

２月８日に開催された度会町の花制定委員会において、寄せられた
花の候補から、最も町のシンボルとしてふさわしく、風土・自然に関
わりの深い花で、今後、皆さんに愛され親しまれ、ＰＲに有効な花に
しようと協議されました。協議の結果、町の花を『リンドウ』に決定
し、改めて選定理由の意思統一が図られました。そのあと、バザール
わたらい楽膳日和の食事券や町特産品をはじめとした県内特産品の詰
め合わせが当たる応募懸賞の抽選が行
われ、１０人の方が当選されました。
※当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

町のシンボルは、既に指定されてい
る町の木「ヒノキ」に加え、町の花は

「リンドウ」となります。これを機会
に覚えておきましょう。

度会町の花　リンドウ
選定理由　自然豊かな度会町にあって、里
山や登山道の傍らなどに咲く身近な花であ
り、花言葉が示す「誠実」「正義感」や咲
いているその佇まいは、まさに度会町の町
民性を象徴する。また、個人・団体を問わ
ず植えやすい花であり、イベントや植栽活
動など町のシンボルとして広がりやすく、
町中にリンドウが咲き誇るよう期待を込め
て選定。
指定年月日　平成２３年４月１日

度会町の木　ヒノキ
指定年月日
昭和５４年５月１８日

町のシンボル
度会町の花「リンドウ」に決定！！

皆さんの行動で、世界の子どもと地球の未来を創りませんか。４月からペットボトルのキャップを別途
収集し、集めたキャップから、世界の子どもたちにワクチンを届けます。

ビン・ペットボトルの取扱いステーションに網（緑色）袋を設置します。皆さんのご協力をお願いいた
します。

▷問合先　　役場生活環境課 （☎６２−２４１５）

途上国に 
ワクチンが 
届きます 

途上国に 
ワクチンが 
届きます 

途上国に 
ワクチンが 
届きます 

リサイクルメーカーへ 
売 却 

キャップ回収（度会町） 
NPO法人  
エコキャップ推進協会 

（内閣府認証） 

売却益をワクチン 
寄贈団体へ寄付 

認定NPO法人  
「世界の子どもにワクチンを」 
     日本委員会（JCV）  

ペットボトルのキャップを集めて
世界の子どもたちにワクチンを届けよう

▷問合先　　役場総務課（☎６２−１１１１）
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▷問合先　防衛省 自衛隊伊勢地域事務所（TEL/FAX ２３−３８８０）
〒５１６−００１７　伊勢市神久２−１−５８　角屋ビル２階

※度会町は、法定受託事務として、自衛官募集事務を行っています。

募集種目 幹部候補生 一般曹候補生 予備自衛官補
一般公募 技能公募

応募資格
２２歳以上 2 ６歳未満の方
※２２歳未満の大卒者および
平成２３年３月卒業見込みの方を含む

１８歳以上２７歳未満の方
※高校３年生を除く

１８歳以上
３４歳未満の方

１８歳以上の
国家免許資格保有者

受付期間 ５月６日（金） ５月６日（金） ４月６日（水）

試験期日
・５月１４日（土）
・５月１５日（日）
※飛行要員希望者のみ

５月２１日（土） ４月１５日（金）から１８日（月）の
いずれか１日

最終合格
発　　表

・陸上要員　８月５日（金）
・海上要員　８月５日（金）
・航空要員　９月６日（火）

８月５日（金） ５月２０日（金）

入　　隊 平成 2 ４年 3 月下旬～ 4 月上旬 平成 2 ４年 3 月下旬～ 4 月上旬 平成 2 ３年
７月１日以降招集訓練参加資格あり

平成23年度  自 衛 官 等 募 集

Ｊ
ジェイ

- Ａ
アラート

ＬＥＲＴ 全国瞬時警報システム
４月１日から運用を開始

▷問合先　役場総務課 （☎６２−１１１１）
町では、皆さんの安心した暮らしを守るため、４月１日からＪ - ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）の運用を開

始します。

Ｊ－ＡＬＥＲＴとは
Ｊ - ＡＬＥＲＴとは、大規模災害や外部による武力攻撃などといった対処に時間的余裕がない事態に関する情報が、

国（消防庁）から衛星通信ネットワークを用いて瞬時に送信され、町の防災行政無線を自動的に起動することにより、
２４時間体制で住民に緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。これにより、国による情報取得から住民への伝達ま
で、時間的なロスを最小限にすることができます。

Ｊ－ＡＬＥＲＴで放送される情報
◦武力攻撃などに関する有事情報
◦気象などに関する情報
◦地震などに関する情報

町内各所に設置されている町防災行政無線
から瞬時に放送されます。これらの情報は、２
４時間体制で自動的に放送されるシステムで
す。

これらの情報が放送されたときは、テレビや
ラジオをつけて情報に注意し、身の安全を確保
して、落ち着いた行動をするよう心がけましょ
う。

人工衛星

有事情報

気象情報等

地震情報等

防災行政無線

消 防 庁

度会町役場

6広
報わたらい（2011年３月号）



犬の所有者は、法律に基づき、犬を取得した日から（生後９０日以内であれば９０日を経過した日から）３０日以
内に町に犬の登録申請をし、交付をされた鑑札を犬の首輪などに装着しなければなりません。犬の鑑札により、迷子
になったときでも、すぐ連絡することができます。

なお、鑑札と注射済票は、平成２２年度交
付分から首輪に着けやすいようにデザインを
変更し、サイズも縮小しました。必ず犬に装
着しましょう。

また狂犬病は、人間に感染するウイルスに
よる病気で、発症すると治療法がなく、ほぼ
１００％死に至る恐ろしい病気です。現在、
国内では確認されていませんが、外国から輸
入される動物を介して侵入してくる可能性が
あります。必ず狂犬病予防注射を受けるよう
にしましょう。

▷料　金
◦注射のみ	 ３, ２００円
◦登録＋注射	 ６, ２００円
◦登録証再交付	 ５００円
▷問合先
役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

犬の飼い主の皆さんへ

畜犬登録・狂犬病予防注射をしましょう

畜犬登録・狂犬病予防注射の実施日時および場所
実施日 実施時間 実施場所

４
月
11
日
（
月
）

午前　９時４５分～午前１０時０5分 南中村公民館

午前１０時１５分～午前１０時３０分 脇出公民館

午前１０時４０分～午前１０時５５分 和井野区公会堂

午前１１時０５分～午前１１時１５分 小萩公民館

午前１１時２５分～午前１１時４５分 小川公民館

午後　１時１５分～午後　１時４５分 中之郷生活改善センター

午後　２時００分～午後　２時３０分 上久具公民館

午後　２時４５分～午後　３時３０分 大野木公民館

４
月
12
日
（
火
）

午前　９時３０分～午前１０時２０分 町地域交流センター

午前１０時３５分～午前１１時　５分 平生構造改善センター

午前１１時２５分～午前１１時４５分 長原公民館

午後　１時３０分～午後　１時５５分 麻加江生活改善センター

午後　２時１０分～午後　２時３０分 田口公民館

午後　２時４５分～午後　３時００分 注連指集落農事集会所

オコジョのタッチィは、仲良しのくまさんが冬眠から覚め
ることが楽しみで仕方ありません。早く春が来るように、町
に春を探しに出かけて行き・・・。女の子やミツバチと出会
い、おいしいハチミツを手に入れることができました。山の
ふもとへ戻ると、雪はずいぶん溶けていて・・・。くまさん
は冬眠から覚めていたのでしょうか。春の訪れを感じる物語
です。

お薦めの絵本
『はるをさがしに』

亀岡亜希子／作・絵

図書室だより

地域交流センター図書室は、誰でも利用できます。ぜひ
一度お越しください。
▷貸出日　毎週土曜日午後１時～５時
▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休館日　日曜・祝日
▷問合先　町地域交流センター（☎６３−００７０）

ご寄附をいただきました。

◦アサヒビール（株）中部統括本部　様
　（愛知県名古屋市）

２９０，０００円
◦（株）オークワ　様　（和歌山県和歌山市）

１４５，８０４円
◦角仙合同（株）　様　（伊勢市）

手指消毒剤４ℓ　　１１４個
７００㎖空ボトル　１０６本

いただきました寄附金・物品は、町のために大切
に使わせていただきます。

善意ありがとうございました
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海の

苔り

船ぶ
ね

の
水み

脈を

真
っ
直
ぐ
に
帰
り
来
る

田　

間　

村
山　

和
美

裸は
だ
か木ぎ

と
な
り
て
庭
木
の
薄う

す

き
影か

げ

麻
加
江　

中
嶋　

久
子

脱ぬ

ぎ
捨す

て
し
腑ふ

抜ぬ

け
の
ブ
ー
ツ
寒
明

け
る

大
野
木　

西
村　
　

永

看か
ん

護ご

婦ふ

の
白

び
ゃ
く

衣え

眩ま
ぶ

し
く
春
立
ち
ぬ

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

や
は
ら
か
く
嬰や

や

抱だ

き
上
げ
て
四し

温お
ん

晴ば
れ

立　

岡　

牧　
　

明
子

白
梅
や
夕ゆ

う

闇や
み

迫
る
山
の
宿

棚　

橋　

松
本　

貞
子

剃か
み
そ
り刀
に
春

し
ゅ
ん

光こ
う

こ
ぼ
れ
髭ひ

げ

を
剃そ

る

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

畦あ
ぜ

を
焼
く
許
し
を
請こ

ふ
て
火
を
放は

な

つ

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

２
月
17
日

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

町
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
内
（
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
）
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
助
成
の
対
象
と
な

る
方
で
、
手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
速
や
か
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
す
で
に
年
金
天
引
き

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
、
こ
れ
か

ら
年
金
天
引
き
さ
れ
る
方
は
、
申

し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
、
税
務
住
民
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

す
で
に
変
更
の
申
請
を
さ
れ
た

方
や
、
引
き
続
き
年
金
天
引
き
を

希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。 後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

保
険
料「
年
金
天
引
き
」か
ら

「
口
座
振
替
」へ
の
変
更

▽
必
要
な
も
の

◦
振
替
口
座
の
通
帳

◦
通
帳
の
届
け
印

◦
被
保
険
者
証

※
申
し
出
の
時
期
に
よ
り
、
口
座

振
替
へ
の
変
更
時
期
が
異
な
り
ま

す
。

※
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

そ
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口
座

振
替
に
よ
っ
て
保
険
料
を
支
払
っ

た
方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
か
ら
年
金
天
引
き
と
な
る

方
と
は
、
22
年
度
中
に
75
歳
に
到

達
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
た
方
で
、
年
金
天
引
き

が
可
能
な
方
で
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
な
ど
か

ら
口
座
振
替
の
変
更
が
認
め
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
通
知
の
送
付

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
方
に
、
受
診
記

録
と
し
て
自
分
の
健
康
管
理
に
役

立
て
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
22
年
診

療
分
の
『
医
療
費
の
お
知
ら
せ
』

を
３
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▽
通
知
内
容　

受
診
し
た
医
療
機

関
名
・
日
数
・
医
療
費
総
額
（
10

割
の
金
額
）
な
ど
を
月
別
に
記
載

▽
対
象
期
間　

平
成
22
年
１
月
か

ら
12
月
診
療
分

※
確
定
申
告
な
ど
の
「
医
療
費
控

除
」
の
領
収
書
の
代
わ
り
に
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
先　

三
重
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
事
業
課
（
☎
０

５
９
︱
２
２
１
︱
６
８
８

４
）、
役
場
税
務
住
民
課
（
☎

６
２
︱
２
４
１
２
）

▽
助
成
対
象
者　

接
種
日
に
度
会

町
に
住
所
を
有
し
、
そ
の
接
種

が
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保

険
な
ど
に
該
当
し
な
い
次
の
方

（
１
）
65
歳
以
上
の
方

（
２
）
65
歳
未
満
で
慢
性
心
疾
患
・

慢
性
腎
不
全
・
糖
尿
病
・
脾
臓

摘
出
・
肝
臓
病
な
ど
の
た
め
医

師
が
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
た
方

※
成
人
に
限
る

▽
助
成
額　

１
回
に
つ
き

３
，
０
０
０
円

※
生
涯
１
回
限
り

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

◦
印
鑑

◦
領
収
書
（
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

も
の
）

※
65
歳
未
満
の
方
は
町
指
定
の
領

収
書
が
必
要

◦
本
人
の
通
帳
な
ど

▽
申
請
期
限　

３
月
31
日
（
木
）

▽
申
請
窓
口　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
︱
１
１
１
２
）

³⁄₃₁㈭

申請期間
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この運動は、住民の皆さんに、火災予防の意識を高めていた
だくことにより、火災の発生を防止し、火災から尊い生命と貴
重な財産を守ることを目的としています。

まだまだ寒さが残り、家庭や職場で暖房器具など火を使用す
る機会が多く、また空気が乾燥し、ちょっとした不注意から火
災が発生しやすくなります。火の取扱いには十分注意し、火の
用心を心掛けましょう。

「まさか！」の火事
住宅用火災警報器で助かる命があります。
住宅用火災警報器は、火災発生を早期に知り、逃げ遅れによ

る死者をなくすことを目的として設置が義務付けられています。
全国の平成２１年中の住宅火災による死者数（放火自殺者を

除く）は１，０２３人で４年連続して減少していますが、平成
１５年以降、１，０００人を超える高い水準で推移しています。

住宅火災で亡くなった方のうちの約６割は「逃げ遅れ」が原
因で命を落としています。早く火災の発生を知っていれば、助
かった方も多かったのではないかと推測されます。

火災から家族の大切な命を守るために、未設置の住宅は早期
の設置をお願いします。

【主な事例】
◦たばこの火が座布団に落ちて着火
◦天ぷら油が発火し、付近のタオルなどに着火
◦煮物をしていることを忘れて火をつけたまま鍋を放置
◦電気ストーブに衣類が落ちて着火
◦仏壇の線香が座布団の上に落ちて着火

いずれも、住宅用火災警報器が作動し、早期に発見できたた
め、大事に至りませんでした。

住宅防火　命を守る７つのポイント
３つの習慣

○寝たばこは絶対にしない
○ストーブに燃えやすい物を近づけない
○こんろのそばを離れる時は火を消す

４つの対策
○住宅用火災警報器を設置する
○寝具や衣類には防炎製品を使用する
○住宅にも消火器を設置する
○普段から隣近所と協力体制を築いておく

３月１日(火)～７日(月)
全国一斉 春の火災予防運動

　　　　　問合先　伊勢市消防本部予防課（☎２５－１２６８）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建物用途別の死者発生状況

経過別死者発生状況

併用住宅
4%

出火後再進入
2.4%

着衣着火
5.3%

 その他
11%

その他
33.4%

共同住宅
17% 一般住宅

68%

逃げ遅れ
58.9%

住宅火災件数の推移

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

平成11 13 15 17 19 21（年） 平成11 13 15 17 19 21（年）

住宅火災の件数（放火を除く）（件）

住宅火災による死者数の推移

－
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400

住宅火災による死者数（放火自殺者を除く）（人）
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リレー連載	 No.30

度会町人権教育推進協議会
担当／町教育委員会事務局

人
権
に
つ
い
て

考
え
る

便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

近
年
、
情
報
通
信
技
術
の
発
達

に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

で
利
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
変
身
近
な

存
在
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
の
情
報
収
集
、
知
り
合
い
や

友
人
と
の
通
信
、
ま
た
は
買
物
の

手
段
な
ど
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
活

躍
し
、
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
生
活

の
一
部
と
な
っ
て
い
る
方
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
用
途

（
１
）
情
報
収
集

情
報
検
索
サ
イ
ト
や
新
聞
社
な

ど
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
、
各
種

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
収
集
し
た
り
、
調
べ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
通
信
手
段

電
子
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
で
離

れ
た
知
り
合
い
や
友
人
に
容
易
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
文
書
な
ど
の
デ
ー

タ
を
発
信
し
た
り
、
受
信
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
人
と
の
交
流

電
子
掲
示
板
や
各
種
交
流
サ
イ

ト
で
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

情
報
の
交
換
や
交
流
を
持
つ
機
会

が
得
ら
れ
る
。

（
４
）
買
物

通
信
販
売
サ
イ
ト
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
買
い
物
に
行
か
な

く
て
も
、
食
料
品
や
書
籍
、
電
化

製
品
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
５
）
娯
楽

音
楽
や
動
画
の
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
曲
や
映
画
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
ゲ
ー
ム
の
配

信
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
娯
楽
の

要
素
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
詰

ま
っ
て
い
る
。

（
６
）
各
種
手
続

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
確
定
申
告
な
ど
の
行
政
手
続
、

旅
館
や
飛
行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
予
約

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

知
っ
て
お
こ
う 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
特
性

と
て
も
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
道
具
と
し
て
用
い
る
場
合
、

掲
示
板
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

発
信
し
た
情
報
は
不
特
定
多
数
の

人
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
文
字
や
記

号
に
よ
る
や
り
と
り
は
、
声
や
顔

の
表
情
が
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
相

手
に
真
意
が
伝
わ
り
に
く
く
、
誤

解
が
生
じ
や
す
い
と
い
う
こ
と
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
向
こ
う

側
に
い
る
相
手
の
姿
が
見
え
ず
、

匿
名
性
が
高
い
と
い
っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
を
認
識
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
使
い
方
を
間
違
え
れ
ば
、

他
人
や
自
分
自
身
の
名
誉
や
心
を

傷
つ
け
た
り
、
人
間
関
係
を
壊
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
受
け
ら
れ

る
問
題
例

◦
学
校
非
公
式
サ
イ
ト
や
電
子
掲

示
板
で
の
個
人
へ
の
誹
謗
、
中

傷
や
差
別
的
な
書
き
込
み

◦
※

迷
惑
メ
ー
ル
の
送
信

※
受
け
取
っ
た
人
の
親
切
心
や
恐

怖
心
、好
奇
心
を
利
用
し
て
、誤
っ

た
情
報
な
ど
を
不
特
定
多
数
の
人

に
広
げ
よ
う
と
す
る
メ
ー
ル

◦
※

個
人
情
報
の
悪
質
利
用

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
自
分
の

写
真
や
氏
名
、
住
所
な
ど
を
載
せ
る

の
は
不
特
定
多
数
に
個
人
情
報
を

さ
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
大
変
危

険
。「
な
り
す
ま
し
行
為
」「
情
報
の

無
断
転
用
」
な
ど
と
い
っ
た
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

お
わ
り
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
利
用
す
る

す
べ
て
の
人
に
便
利
な
生
活
を
与

え
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
の
裏
に
は

基
本
的
な
人
権
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。
姿

は
見
え
な
く
て
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
向
こ
う
側
に
い
る
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
、発
信
し
て
良
い
こ
と
、

悪
い
こ
と
を
判
断
す
る
、
表
現
の

方
法
に
気
を
つ
け
る
な
ど
を
考
慮

し
た
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

利
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
に

隠
れ
た
問
題
と
対
応
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平成２３年度前期選抜 図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

３月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
× ○ ○ ○ ×

6 7 8 9 10 11 12
× ○ ○ × × × ×
13 14 15 16 17 18 19
× ○ × × × × ×
20 21 22 23 24 25 26
× × ○ × × × ×
27 28 29 30 31
× ○ ○ ○ ×

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。
　http://booklog.jp/users/watarailib

マ
ラ
ソ
ン
大
会

２
学
年
総
合
学
習
グ
ル
ー
プ
別
活
動

２
月
４
日
、
恒
例
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
保
護
者
の
方
々
と
３
年
生
有
志
の
協
力
で
、
豚
汁
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
終
了

後
に
は
温
か
い
豚
汁
が
生
徒
全
員
に
振
る
舞
わ
れ
、
寒
風
を
つ
い
て
力
走
し
て
き
た
生
徒
た
ち
を
慰
労
し
ま
し

た
。
午
後
は
体
育
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
男
女
別
に
６
位
ま
で
の
入
賞
者
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
入
賞
者

男
子
〈
１
位
〉
刀
根
来
夢
（
１
年
）
／
〈
２
位
〉
中
山
武
久
（
１
年
）
／

〈
３
位
〉
山
川
迅
（
１
年
）

女
子
〈
１
位
〉
川
村
葉
月
（
２
年
）
／
〈
２
位
〉
大
西
梨
加
（
２
年
）
／

〈
３
位
〉
小
川
麻
衣
香
（
２
年
）

２
年
生
は
、
総
合
学
習
と
し
て
「
生
き
方
に
学
ぶ
」
を
学
年
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
１
年
間
の
活
動
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
交
流
で
興
味
深
く
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
変
わ
っ
た
道
具
が
あ
り
、
そ
の
使

い
方
を
最
初
の
交
流
で
教
わ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
日
用
品
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
道
具
が
あ
り
、
と
て
も
興
味
深
く
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
は
、

自
分
に
と
っ
て
、
と
て
も
良
い
体
験
学
習
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
別
の
機
会
で
、
こ
う
い
う

経
験
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
度
会
特
別
支
援
学
校
班
）

社
協
の
方
々
と
、
老
人
で
も
で
き
る
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
い
く
つ
か
考
え

て
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
輪
投
げ
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
、魚
釣
り
や
マ
ジ
ッ
ク
、

折
り
紙
な
ど
の
ほ
か
に
も
高
齢
者
の
疑
似
体
験
を
し
ま
し
た
。
第
１
回
目
の
交
流
は
、
し
っ

か
り
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、交
流
を
重
ね
る
う
ち
に
そ
ん
な
不
安
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

老
人
の
方
々
だ
け
で
な
く
職
員
の
方
々
も
親
切
で
し
た
。
自
分
た
ち
も
楽
し
め
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
班
）

今
回
、
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
棚
橋
保
育
所
で
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。
最
初
は
子
ど
も
た
ち
と
接
す

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
方
か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
は
こ
の
体
験

を
終
え
て
、
人
と
の
接
し
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
を
こ
れ
か
ら

の
就
職
や
進
学
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
棚
橋
保
育
所
班
）

こ
の
１
年
間
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
方
々
と
交
流
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
七
夕
で
は
一
緒
に
折
り

紙
で
笹
飾
り
を
作
っ
た
り
、
願
い
事
を
短
冊
に
書
い
た
り
し
ま
し
た
。
納
涼
祭
で
は
、
一
緒
に
盆
踊
り
を
踊
っ

た
り
、
ビ
ン
ゴ
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
防
災
訓
練
で
は
、
お
年
寄
り
の
方
々
の
避
難
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
消

防
署
の
方
の
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
昔
の
遊
び
で
は
、
百
人
一
首
・
お
は
じ
き
な
ど
、
お
年
寄
り
の
方
々
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
や
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
体
験
を
し
て
と
て
も
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
機

会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
交
流
し
た
い
で
す
。 

（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
彩
幸
」
班
）

手
話
を
初
め
て
や
っ
て
み
て
、
と
て
も
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
は
普
通
に
会
話
し
た
り
で
き

る
け
ど
、
障
が
い
者
の
方
た
ち
は
そ
れ
が
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
逆
に
、
自
分
た
ち
は
手
話
が
苦
手
だ
と
思

い
ま
す
。
授
業
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
手
話
の
難
し
さ
を
さ
ら
に
感
じ
、
１
字
１
字
、
手
を
覚
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
手
話
の
苦
労
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、手
話
で
会
話
を
し
て
み
た
い
で
す
。（
手
話
班
）

２月７日、平成２３年度入学生の前期選抜が実施されました。
定員２４人に対して出願者は５０人で、２．１倍の倍率と、ほ
ぼ昨年どおりになりました。

立春を過ぎたとはいえまだまだ寒さが厳しい中、受検生たち
は作文と面接に取り組みました。作文では与えられたテーマに
ついて、時間をいっぱいに使って、一生懸命鉛筆を走らせてい
ました。面接は個人面接が行われ、面接官の質問にきびきびと
答えていました。

なお後期選抜は３月１０日に、学力検査５教科と集団面接が
実施され、合格発表は、前期選抜 ･ 後期選抜とも３月１７日に
行われます。

南伊勢高校 度会校舎通信

Minamiise High School
Communication vol. 70
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２月２０日、県内２９市町が参加し、県庁前（津市）
から県営総合競技場陸上競技場（伊勢市）までをタス
キでつなぐ「第４回美し国三重市町対抗駅伝」が開催
されました。

町からは、舟瀬勝さん（棚橋）を監督、上井一浩さ
ん（大野木）をコーチに、登録選手２０人で大会に挑
みました。

１区を森本美南さん（大野木）、２区を井戸本尚也
さん（牧戸）、３区を林田珠里那さん（大野木）、４区
を林田涼雅さん（大野木）、５区を宮本晃さん（牧戸）、
６区を神森正輝さん（大野木）、７区を畑真由美さん（大
野木）、８区を福本小百合さん（大野木）、９区を向井
愛巳さん（大野木）、１０区を阪井誠治さん（棚橋）
が力走。町の部で７位だった前回の成績を上回ること
を目標に健闘しましたが、残念ながら目標に達するこ
とができず、町の部で１０位、総合の部で２４位とい
う成績で大会を終えました。

スタンドや沿道での温かい声援や大会へのご協力あ
りがとうございました。

力走！美し国三重市町対抗駅伝
町の部１０位 総合２４位に終わる

度会町チーム歴代成績一覧
町の部 総　合 総合記録 備考

第１回 １０位 ２１位 2：43：48

第２回 １１位 ２５位 2：43：24

第３回 　７位 ２０位 2：39：41 ※町の部入賞

第４回 １０位 ２４位 2：44：11
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Close Up わたらい

１月３０日、町体育協会主催、第１２回宮リバー度
会パークジョギング大会が開催されました。

大会では、４㎞の部、２㎞の部、２㎞ペアの部があ
り、町内外から合わせて約２５０人が参加。ランナー
は、スタートの号砲とともに駆け出し、それぞれのペー
スで完走を目指し、ジョギングを楽しみました。

応援に駆けつけた皆さんは、沿道で「がんばれ。が
んばれ」「あともう少し」と大きな声でランナーに声
援を送りました。ゴールでは、走り終えた選手のため
に、町茶業組合の皆さんはわたらい茶、町食生活改善
推進協議会の皆さんは豚汁を準備し、振舞いました。

競技終了後には、協賛していただいた事業所から贈
られた景品が当たる抽選会も行われ、楽しいひととき
を過ごしました。

２月１６日、全国的に広がる、いわゆる「タイガー
マスク運動」と同様に、役場へ“星一徹”と名乗る町
民の方から商品券５万円分が届けられました。
“星一徹”は、漫画・アニメ作品「巨人の星」の主

人公の星飛雄馬の父。届けてくれた方は ｢ 子どもたち
のスポーツに使って ｣ と手渡され、町では、教育委員
会を通じて、寄附いただいた方の希望に沿うように、
子どもたちのスポーツ振興に役立てる予定です。
“星一徹”さん、ありがとうございました。

度会小学校園芸委員会の児童らが、自分たちで育て
たパンジーをお世話になった皆さんに贈ろうと、町内
の公共施設など１９箇所を訪れました。

２月１４日には、緑清苑や町地域福祉センターなど
を訪れ、パンジーを植えたプランターを贈りました。

緑清苑では、加藤施設長にプランターを手渡し、園
芸委員長の刀根敬介くん（６年）は、これまでの活動
について「イチゴ培土と腐葉土を合わせて土を作り、
年間通してみんなで水や肥料をあげて一生懸命育てま
した」と話してくれました。

マイペースで楽しむ
宮リバー度会パークジョギング大会

度会町に星一徹「子どもたちの
スポーツに」と商品券５万円分届く

度会小園芸委員会
緑清苑など１９箇所にパンジー寄贈
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わたらいClose Up

２月９日、「南勢地区郵便局長夫人会はまゆう会」
古布弘美会長と小林裕美子度会部会長が、町地域福祉
センターを訪れ、町社会福祉協議会に５万円を寄附し
ました。

同会は、毎年、不用品などを集めたバザーを開催し、
売上金を地域振興に役立ており、今回はその積立金を
度会町社会福祉協議会のほか、玉城町、南伊勢町の各
社会福祉協議会に寄附しました。

古布会長は「車いすなどの購入に使ってもらえれば」
と話し、会長（中村町長）は「目に見えるもので有効
に使わせていただく」と感謝を述べました。

昨年１２月２３～２６日にかけて、台湾台北市で行
われた日台女子親善ソフトボール大会に、度会小学校
６年生の亀田栞里さんが日本代表として出場しました。

亀田さんは、昨年１０月に開催された第１２回西日
本親善女子ソフトボール大会に出場した中で、優秀な
選手として選抜され、出場が決まりました。

２チーム編成された日本代表は、台湾の２チームと
総当たりで試合を行い、いずれも快勝しました。

郵便局夫人会
町社会福祉協議会に寄附

亀田栞里さん
日台親善ソフト日本代表として出場

伊勢市消防署度会出張所
が完成

２月４日、新たに伊勢市消防署度会出張所の庁舎が
完成しました。

昭和５０年に建築された旧庁舎は、老朽化が進み、
耐震性が低いと判断されていたため、役場庁舎付近に

新築移転することにより、耐震性の向上が図られると
ともに、災害時の防災拠点である役場や地域福祉セン
ターとの連絡体制もより強化されることになりました。

新庁舎は、電動式重量シャッター・ホース乾燥塔の
導入、体調管理のための仮眠室の個室化など機能性の
高い施設となり、今後も引き続き、地域住民の生命・
財産を守る防災拠点として活躍が期待されます。

なお、新庁舎への機能移転は３月８日となります。

施設の概要
▷施設名　伊勢市消防署度会出張所
▷所在地　度会町棚橋１１９９番地
▷構　造　鉄骨造平屋建
▷間取り　警備室、車庫、食堂兼厨房、仮眠室３

室、仮眠室兼和室、倉庫、書庫など
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お知らせ
Watarai Information

Watarai Information

平成２３年度三重県私費留学生・医療看護系
外国人学生奨学金受給者を募集
県では、２１世紀を担う国際感覚

と視野に富んだ人材を育成するため、
次のとおり、奨学金受給者を募集し
ています。
▶区分（募集人数）および年間給付
額上限

◦私費海外留学生（１０人以内）　
１２０万円

◦大学間協定留学生（５人以内）　
８４万円

◦外国人留学生（１０人以内）　
６０万円

◦医療看護系外国人学生（５人以内）
６０万円

※給付額は在学する大学の授業料
相当額
▶募集期限　４月２０日（水）※必着

応募条件など、詳しくはお問い合
わせください。
▶申込・問合先　（財）三重県国際

交流財団（☎０５９−２２３−
５００６）

『こころの健康相談』を開催
▶開催日時　３月２４日（木）

午後１時～３時
▶開催場所

県伊勢庁舎ヘルスサポート室
▶内　　容　専門医・保健師による

個人面接相談（要予約）
※相談は無料で、秘密は堅く守ら
れます。
▶予約・問合先　伊勢保健福祉事務所

地域保健課（☎２７−５１４８）

子育て支援教室
『リトミック教室で遊ぼう』を開催
▶開催日時　３月１８日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対　　象　保育所に行っていない

１歳以上のお子さんとその保護者
▶内　　容　音楽遊びをする
▶定　　員　親子２０組（先着順）
▶申込期間

３月７日（月）～１６日（水）
▶申込・問合先　町子育て支援セン

ター（☎６３−００７０）

児童生徒の就学援助費支給
制度のお知らせ
就学援助費支給制度は、町内の小・

中学校に児童生徒が在学する家庭で、
経済的にお困りの家庭に、学用品費、
通学用品費、給食費、修学旅行費な
どの一部を援助する制度です。
　次の認定基準に該当している家庭
の児童生徒が対象となります。
◦生活保護法に基づく保護の停止ま

たは廃止の家庭
◦町県民税の非課税または減免の家

庭
◦児童扶養手当の支給を受けている

家庭
▶問 合 先　町教育委員会事務局
（☎６２−２４２２）

薬用植物観察会を開催
▶開催日時　５月８日（日）

午前９時～午後０時３０分
▶開催場所　大仏山公園（伊勢市小

俣町）
▶内 容　大仏山公園を散策して

身近な薬草に親しむ観察会
▶定 員　３０人
※申込多数の場合は抽選
▶申込方法　４月１４日（木）まで

に、往復はがきに郵便番号・住所・
氏名・年齢・電話番号を記入して
送付

▶申込・問合先
〒５１６−００１４
伊勢市楠部町３０３９
伊勢薬剤師会（☎２０−０１３３）

「美し国おこし・三重」座談会
（説明会）に参加してみませんか
自立・持続可能な地域づくりを目

指し、地域をより良くしようとする
団体などを支援する「美し国おこし・
三重」の取り組みについて、次のと
おり説明会を開催します。地域づく
りにこれから取り組もうとしている
方、少しでも興味のある方など、気
軽に参加ください。

なお、会場設営の都合上、参加を
希望される方は、事前に連絡をお願
いします。
▶開催日時　３月１７日（木）

午後１時３０分～３時ごろ
▶開催会場　役場２階会議室
▶内　　容　「美し国おこし・三重」

の取り組みの説明、意見交換
▶参加連絡先　役場政策調整室
（☎６２−２４２３）

▶問 合 先　役場政策調整室また
は県政策部「美し国おこし・三
重」推進室伊勢駐在（☎２７-
５１１８）
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Watarai Information

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３−００７０）または役場福
祉保健課（☎６２−１１１２）まで

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２−１１１２）まで

１歳６か月児健診
４月２０日（水）

受付：午後０時３０分～
０時４５分

場所：町保健センター
対象：平成２１年８月・９月生まれ

のお子さん

乳　児　健　診
４月２０日（水）

受付：午後１時００分～１時２０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成２３年２月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成２２年９月生まれのお子さん

育児相談（保健相談および栄養相談）

４月１日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

産 バザールわたらい
直市　　　　　

支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時

３月１１日（金）・２５日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階第１会議室

▶申込・問合先
役 場 福 祉 保 健 課（ ☎ ６ ２ −
２４１３）または伊勢・度会地
区障害者相談支援センター『ブ
レス』（☎２０−６５２５）

▶開催日時　毎週日曜日
午前９時～１１時

▶開催場所
宮リバー度会パーク
バザールわたらい

▶問 合 先
役場産業振興課

（☎６２−２４１６）

地元産の新鮮な野菜やお茶、手作りお菓子、漬け物などを
販売しています。多数のご来店をお待ちしています。

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp

遊・友・YOU くらぶ

４月２７日（水）
　　　ひよこグループ
４月２８日（木）
　　　うさぎグループ

時間：午前１０時３０分～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月曜日～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※多目的ホールが事業で使用できな
いときは、創作活動室をご利用くだ
さい。

地区巡回広場わたぼうし

４月　７日（木）
　町地域福祉センター
　一之瀬支所
４月２１日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊

びなど
対象：保育所に行っていないお子さん

地 上デジタル放送
完全移行　　　

皆さんのご家庭では地上デジタ
ル放送の受信準備はお済みですか。
▷問合先

総務省地デジコールセンター
（☎０５７０−０７−０１０１）

2011 年７月 24 日
アナログ放送は終了し、
デジタル放送へ移行します。
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今 シリーズ
夜の夕食

度会町食生活改善推進協議会

メタボ予防料理　タラと塩昆布の混ぜご飯

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５
※昼の休憩時間は２班交代制での執務

おめでた

おくやみ

１月中に届出のあった方（敬称略）

 子の名前 　　保護者名　  字名

服部　蒼
ソウ

 貴幸 火打石

大西　真
マ

衣
イ

 洋志 長　原

山下　晴
ハル

也
ヤ

 展生 大野木

橋本　羚
リョウ

太
タ

 力 中之郷

１月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前 年齢 字名
上村　安夫 ８３ 田　口
森本　冨士馬 ８０ 長　原
福井　薰 ８０ 大野木
大釋　榮太郎 ９８ 脇　出

■度会町役場
◦総務課 （代）６２－１１１１
・行政係
・財政係
◦政策調整室 ６２－２４２３
◦税務住民課
・戸籍住民係 ６２－２４１１
・年金保険係 ６２－２４１１
・住民税係 ６２－２４１４
・資産税係 ６２－２４１４
◦福祉保健課
・福祉係 ６２－２４１３
・支援係（地域包括支援センター）
 ６２－１１１８
・保健係（保健センター）
 ６２－１１１２
◦生活環境課 ６２－２４１５
◦建設課 ６２－２４２０
◦産業振興課
・農林係 ６２－２４１６
・振興係 ６２－２４１６
◦出納室 ６２－２４１０

◦議会事務局 ６２－１１１３
◦教育委員会事務局
 （代）６２－２４２２
・学校教育係
・社会教育係
◦夜間・休日宿日直室
 ６２－１１１４
■保育所
◦棚橋保育所 ６２－００７４
◦長原保育所 ６４－００２２
◦中之郷保育所 ６２－００７０
■地域交流センター
 ６３－００７０
■社会福祉協議会 ６２－１１１７
■わたらい緑清苑 ６２－２２００
■美化センター ６２－０２４９
■中央公民館 ６２－１５８８
■度会小学校 ６２－０００４
■度会中学校 ６２－０１９４
■バザールわたらい
 ６３－０３３３

メタボリックシンドローム（以下メタボ）になると、動脈硬化が進
みやすくなり、放っておくと心筋梗塞や脳梗塞などの病気を引き起こ
す危険性が高くなります。メタボにならないように、普段から自分に
あったバランスの良い食生活・食習慣を身につけることが大切です。

今回は「タラと塩昆布の混ぜご飯」を紹介します。

材料（７人分）

❶米は洗って水気を切り、炊飯器に入れ、水３合を加えて１時間
つけておく。

❷甘塩タラは、骨と皮を取り除き、そぎ切りにする。
❸ニンジンは３㎝長さの千切りにする。
❹ニンニクは薄切りにして、塩昆布は刻んでおく。
❺フライパンを熱してサラダ油を入れ、ニンジンをさっと炒める。

ニンジンの下味用の酒を加えて混ぜ、ニンジンは取り出す。
❻ニンジンを取り出したフライパンに、ニンニクを入れて炒め、

油に香りが移ったら、ニンニクを取り出す。
❼ニンニクを取り出したフライパンに甘塩タラを入れて、両面を焼く。
❽ボールに酒、塩、しょうゆを入れて合わせる。
❾①に⑧を加えてよく混ぜ合わせて炊く。
�炊き上がったら、ニンジン、甘塩タラ、塩昆布の順にのせて蒸らす。

作り方

米 ３合
甘塩タラ ２切れ
ニンジン ５０ｇ
ニンニク １かけ
塩昆布 １０ｇ
サラダ油 大さじ１強

酒（ニンジンの下味用）　
 小さじ１弱
酒 大さじ２
塩 小さじ２分の１
しょうゆ 小さじ２
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　新潟県立大学健康栄養学科１年生の東出智佳さ
ん。
　東出さんは、今年開催された成人式において、
新成人代表として、記念品を受け取りました。

★成人式を迎えて
２０歳の誕生日を迎えたときは成人になった気
がしませんでしたが、式を迎えて実感が湧きま
した。同級生に久々に会い、外見は変わってい
ましたが、話してみると、みんな昔のままでし
た。

★学校について
自分が学びたいことを勉強しているので、毎日
が楽しいです。栄養学・食品学などを通じて、
管理栄養士になるための勉強をしています。１
年生の間は学科、２年生から実習に入ります。

★進路について
資格を取得して、将来は病院で病院給食に携わ
りたいと思っています。できれば地元で就職し
たいと思っていますが、あるかどうか不安です。

★私生活について
レストランで週４日、塾講師として週２日、ア
ルバイトをしています。将来のために貯蓄した
り、生活費の足しにしたりしています。

★度会町について
自然がいっぱいで、優しい人たちばかり。バス
が少なく、車がないと生活が不便。今、食品に
関する勉強をして、いつか度会の名物となるよ
うな食べ物を作ってみたいので、そういう場が
あればよいと思います。

度会町

町のうごき

2011/
３

 N
o.548

広
報
わ
た
ら
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.tow

n.w
atarai.m

ie.jp

◦発行／度会町役場
◦編集／総務課

三重県度会郡度会町棚橋1215-1
TEL 0596-62-1111　FAX 0596-62-1647
E-mail:somu@town.watarai.mie.jp

◦印刷／文化印刷（有）

今月の表紙編 集 後 記
先のページで紹介したとおり、町のシンボルとなる町

の花が「リンドウ」に決まりました。応募いただいた方々
の応募用紙には、選んだ花に度会町を重ねた思いがたく
さん綴られていました。これから「リンドウ」が町中に
植えられ、まちづくりやイベント、団体活動など、さま
ざまな場面で咲き、町に彩りを添えてくれるものと期待
します。

来る４月３日には、町の一大イベント「宮リバー度会
パーク春まつり」がやってきます。緑の募金のブースで
は、リンドウの苗の配布を行う予定もしています。とこ
ろ狭しと楽しいイベントも盛りだくさん。町内外問わず、
知人・友人など、お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

人　口	 男　４,３４１（－　７）	 出生　　４
女　４,６１５（－　６）	 死亡　　４
計　８,９５６（－１３）	 転入　１０

世帯数２,８２２（＋　１）	 転出　２３

平成２３年１月３１日現在
(　 ) 内は前月比

自
然
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護
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め
、

こ
の
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報
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a Person of Shining Wataraia Person of Shining Watarai

No.
105

東
ひがし

 出
で

  智
ち

 佳
か

 さん
（棚橋）20歳

無病息災を願い　一之瀬神社獅子神楽
２月１１日、一之瀬神社で、今もなお大切に受け継がれてい

る伝統芸能、一之瀬神社獅子神楽が行われました。

この日は、今冬一番の寒さに見舞われ、雪の降る中、一之瀬

神社と一之瀬体育館で市場、脇出、和井野、南中村の４地区が

奉納の舞いを行い、災厄を払い、健康を願いました。

訪れた皆さんは、太鼓と笛の調子に合わせた各地区それぞれ

の勇壮な舞に魅了されていました。


